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  Horseshoe Kidney with Urinary Calculi : Report of Three Cases 
                         Tadashi  OHKAWA 
          From the Department of Urology, Osaka University Medical School 
                         (Director  : Prof. Dr. T. Kusunoki) 
   Three cases of horseshoe kidney with urinary calculi were recently experienced in 
 our clinic. 
   The first case was a fourty-two year old man with the chief complaint of bilateral 
pain and a  horseshoe kidney with bilateral staghorn calculi was suspected from urogram 
and pneumoretroperitoneum. 
   He was treated by right pyelolithotomy first, then by left pyelo-and-nephrolitho-
tomy. Left heminephrectomy had to be performed because of severe postoperative 
hemorrhage. 
   The second case was a fourty-three year old woman. 
   Pyelolithotomy was done for renal calculus of right side. 
   The third case was a thirty year old man with the chief complaint of left renal 
colic. He was treated by ureterolithotomy. 
   All cases are doing well postoperatively and the results of treatment are considered 
satisfactory. 
   The literature of horseshoe kidney with special referrence to its complications was 
reviewed.
馬蹄腎 は比較的多 い腎晴形 であ る.即 ち,病
理学 的方面 か らの 検索 に よれ ばEisendrath
(1925)及びWalters(1932)は夫k剖 検に よ
つて,本 症 が700～1000例に1例 の割合 に存在
す ることを確 認 してい る.他 方臨床的 に,腎 孟
レ線像 あ るいは手術 に よつて見つけ られ た もの
は,一 層多 いもので あ る.例 えば,1922年
Judd等は10年間 にわたつ てMayoClinicで
手術 され た2424例の腎臓 の内17例に,即 ち142
例 に1例 の 割合 に 馬蹄 腎を発見 し,又1934年
Sangree等は腎孟撮 影技 術 の 進歩 に 伴 つてそ
の症例は多 くな り,大 体100～200例に1例 の割
合で発見 し得 ると している.
そ して これ らは,一 生何 の異常 もな く経過 す
る場合 も少 くないが,合 併症を起 した時 に始 め
て臨床的 に問題 にな る.か か る症例の本邦 にお
け る記載 は,1910年近藤 の報 告以来 既に多数で
あつ て,1959年末 までの文献上私 の集め得た報
告例だけ でも既 に175例に及 んでい る.
最近我 が教室 において,結 石を伴 つた馬蹄腎
3例 を経験 したので,こ こにそれを報 告す ると
ともに,本 邦 にお ける報告例 について,統 計的























泄では右開始5分,濃 染6分,左 開始3分,濃 染3分
30秒であつた.
レ線所見:単純撮影で両側腎孟に珊瑚状結石を認め





























迫 し,漸 く止血し得て,手 術を終つた.別 出した結石
は総重量729(第5図),成 分は右側と全 く同様であ
つた.



























レ線所見=単 純撮影で,右 季肋部に円形,有 層の結
石陰影を認め(第6図),排 泄腎孟 レ線像では,一見
して馬蹄腎を 思わ しめる腎孟腎杯像を 認めた(第7























び同様の癌痛発作を来し,1月7日 当科受診,レ ン ト
ゲン撮影の結果,左尿管結石の診断を受けた.
入院:昭和35年1月16日





尿所見:外 観は黄色清,蛋 白陽性,糖 陰性,沈 渣に
多数の赤血球及び上皮を認める.























PriestleyのMayoClinicにおけ る統 計 で
は,68例中50例(74%)を 占めている.本 邦 に
おいては,高 橋,市 川(1934)の集 めた20例中




の合 併症 の発 生率 を記載 してい る.更 に1959年
Glennは,51例中37例(72.5%)に台・併症 の
発生 を認 めてい る.私 の集 めた1910年か ら1959
年末 までの本邦 におけ る馬蹄腎175例に,私 の
経験 した3例 を加 えた178例の内,合 併症 を伴






高 橋 ・市 川
溝 口
田 中 ・赤 木
































馬蹄腎は解剖 学上 の異 常が ある為 に,正 常 腎
よ り罹患 し易い と 云われ てい る.そ の 罹患率
は,1924年Rathbunの統 計に よると,108例
皿 合併症の種類
馬蹄腎 に合併す る疾患 の種類 は,通 常 腎に見
られ る殆 ん どす べての 疾 患が 網羅 されて いる
が,し か し結石症 が多 い と云 う傾 向が見 られ て
い る.即 ち,Rathbunの統計 では,合 併症 を
有す る95例 中結石は32例(33.7%)を 占め,
Walterseta1.のMayoClinicの統計 では,
50例の合併症発生例 中16例(3296)の結石 を見
てい る.更 にCulpeta1.は,1912年か ら19
53年まで の106例中65例(61.3%)に結石 を認
めてい る.又,Glennは 合 併症を有す る37例
中16例(43.2%)に結石 を認め てい る.本 邦統
計 において も,高 橋,市 川は,合'併症 を伴 つた
17例中9例(52.9%)に 結 石 の合併 を認 め,こ
570大 川一結石を合併した馬蹄腎の3例






第2表 合 併 症 の 種二類







田 中 赤 木









































































































起始部の異常位 などに よる 腎孟内の尿 の欝滞


















































診 断 方 法
手 術
ピェ ログ ラフ ィ ー
手 術
手 術
単 純 撮 影
手 術













































































疹痛,血 尿 隊 純撮 髭
腎部疹痛 iピエ 。グ ラ フ,-








ピェ ログ ラ フィ ー 左
プ ノイ モ レン
ピェ ロ グ ラ フィ ー
プ ノイ モ レソ 右
手 術
剖 検 1左
プ ノ イモ レン
























ピ ェ ロ グ ラ フ ィ ー









ピェ ロ グ ラ フ ィ ー 左




















ピェ ログ ラフ ィ ー
手 術
ピェ ロ グ ラ フ ィ ー


















ピエ ログ ラ フィ ー 左
ピェ ログ ラ フィ ー 左
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腰痛,血 尿 プ ノイ モ レ ン







∫ピェ ログ ラ フィ ー1左
1
δ 「 腎部 鈍 痛,膿 尿 ピ ェ ロ グ ラ フ ィ ー
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左 な し 腎孟切石術
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196・1・ δ 腰部鈍痛 ピェ ログ ラフ ィ ー
手 術 両
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に示 す如 く,左 側 には33例(58.9%),右側 に
は16例(28.6%),両 側 は3例(5.4%)で,
左側 に多 く発生 し,か な りの差を認 めてい る.




手術 が施行 され た.
これを手術術式 に よつて分 け ると,第5表 の
第5表 手術術式
8圏 ・
手 術 術 式
1502
「♂56
頻度を示 し,全 体の50%を 占めてい る.こ れ




る.馬 蹄 腎その ものの 発生頻 度 に つ いての高
橋.市 川(1934)の調査 による と,大 体2.3:
1の 割で男 に多い と云 う.又,1959年Glenn
は25年 間 にわたつてDukeHospita工で見 つ
けた馬蹄腎51例 中,男 女の比 は28:23で,ほ
ぼ同 じ程 度の頻度 であ るとし,他 の報告者 と食
い違 つた報告 を行 つてい る.こ のよ うに,馬 蹄
腎自身 の発生 に関 す る男 女 の差 と,更 に一般 の
上部尿路結石症 の発生 が男子 に多 い と云 うこ と
から考え合わせ,結 石 を伴 つた馬蹄 腎が男子 に
圧倒的多数を占め ることは,考 え られ得 ること
である.
(3)結石 の発生側
元来,上 部尿路結石症 において,左 右両方 の
間の発生頻度 には差 がない ものと考 えられ てい
半 腎 別 除 術
腎 孟 切 石 術
腎 切 石 術
腎 孟及 腎 切石 術
尿 管 切 石 術










手 術 総 数 57
如 く,腎 孟切 石術 がもつ とも多 く,22例(39.3
%)で あ り,次 いで 半 腎 易lj除術18例(32.1
%),尿 管切石術5例,橋 部離 断術4例,腎 切
石術3例,腎 孟及 び腎切 石術1例 と な つ て い
る.1925年Eiselldratheta1.は,結石を伴
つた馬蹄腎51例に対 して,腎 孟 切石術 あるいは
腎切 石術 を施行 した ものは34例(66.7%),半
腎捌 除術 を施行 した ものは13例(25.596)であ
ると云 つてい る.一 方,馬 蹄腎 そのも のに対 し
て橋部離断術 を施 行 した ものは,1910年Marti-
110w及び1911年Rovsingの報 告 を始 め として
多 数 あるが,本 邦 では1958年高 安等が,工6例
の橋部離 断術 を施行 した症 例を集 めてい る.私
574
の 集 め た56例 の 内 で,結 石 易1」出 後,再 発 防 止 の
意 味 で 橋 部 離 断 術 を 施 行 し た も の は,僅 か4例
に 過 ぎ な か つ た.
⑤ 私 の 経 験 し た 結 石 を 伴 つ た 馬 蹄 腎 の3例
中,第1例 は 馬 蹄 腎 に 両 側 珊 瑚 状 結 石 を 生 じ,
し か も そ の 成 分 に チ ス チ ン を 含 ん だ 稀 有 な る症
例 で,か か る例 は 私 の調 べ 得 た 本 邦 文 献 上 に,
例 を 見 な い も の で あ る.
結 語
(ユ)42才の 男 子,43才 の 女 子 及 び30才 の 男 子
に 見 ら れ た,結 石 を 伴 う 馬 蹄 腎3例 を 報 告 し
た.
(2)本 症 に 関 す る 本 邦 報 告 例 に つ い て,そ の
統 計 的 観 察 を 試 み た.
③3例 中 の 第1例 は,馬 蹄 腎 に 両 側 珊 瑚 状
結 石 を 生 じ,し か も そ の 成 分 に チ ス チ ン を 含 ん
だ 稀 有 な る症 例 で あ つ た,
稿 を終 るに 当 り,終 始 御 懇 篤 な 御指 導 並 び に御 校 閲
を 賜 つ た 恩 師楠 教 授 に衷 心 よ り深 謝 致 します.
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